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プロ トタイプ作成
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本事業は、日本自転車振興会から競輪収益の一部である

機械工業振興資金の補助を受けて作成 したものである。
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データベースは、わが国の情報化の進展上、重要な役割を果たすものと期待されている

今後、データベースの普及により、わが国において健全な高度情報化社会の形成が期待さ

れる。さらに海外に対 して提供可能なデータベースの整備は、国際的な情報化への貢献お

よび自由な情報流通の確保の観点からも必要である。 しかしながら、現在わが国で流通 し

ているデータベースの中でわが国独 自のものは1/3に す ぎないのが現状であ り、わが国

データベースサービスひいてはバランスある情報産業の健全な発展を図るためには、わが

国独自のデータベースの構築およびデータベース関連技術の研究開発を強力に促進 し{デ
ータベースの拡充を図る必要がある。

このような要請に応えるため、(財)デ ータベ ース振興 センターでは日本自転車振興会

から機械工業振興資金の交付を受けて、データベースの構築および技術開発について民間

企業、団体等に対 して委託事業を実施している。委託事業の内容は、社会的、経済的、国

際的に重要で、また地域および産業の発展の促進に寄与すると考えられているデータベー

スの構築とデータベース作成の効率化、流通の促進、利用の円滑化 ・容易化などに関係 し

たソフトウェア技術 ・ハー ドウェア技術である。

本事業の推進に当って、当財団に学識経験者の方々で構成されるデータベース構築 ・技

術開発促進委員会(委 員長 山梨学院大学教授 蓼沼良一氏)を 設置 している。

この 「地域流通最適化データベースのプロトタイプ作成」は平成4年 度のデータベース

の構築促進および技術開発促進事業として、当財団が(社)日 本ボランタリー ・チェーン

協会 に対 して委託実施 した課題の一つである。この成果が、データベースに興味をお持ち

の方々や諸分野の皆様方のお役に立てば幸いである。

なお、平成4年 度データベースの構築促進および技術開発促進事業で実施 した課題は次

表のとお りである。
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平成4年 度 データベース構築・技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託

1変 異 タンパ ク質配列 データベ ースの構築 日本電子計算(株)

2新 聞縮刷版見 出 しデ ータベ ースの構築 (株)朝 日新聞社

3フ ァジィに関す る文献 データベ ースの構築 (財)日 本情報処理開発協会

4医 療用医薬品抗生物質データベースの構築 (株)小 田島

5交 通事故調査 データベースの構築 (財)日 本 自動車研究所
「

6楽 器 データベ ースの構築 (株)ダ イ ンメデ ィアサ ー ビス

社 会 7人 体計測データベースの構築 (社)人 間生活工学研究センター t

8大 学 にお けるデータベ ース利用教育 シス テムの 日外 アソシエー ツ(株)

プロトタイプ作成

9先 進複合材料 データベースの構築 (財)次 世代金属 ・複合材料研究

開発協会

10博 物館所蔵地図資料所在情報データベースの構 (財)地 図情報 センター
|

`

築調査

11地 域流通最適化データベースのプロ トタイプ作成 (社)日 本 ボ ラ ンタ リー ・チ ェ ー

ン協会

中小企業振興 12異 分野研究のための知的オリエ ンテーション ・ (株)け い はんな

地域活性化 データベースシステムのプロ トタイプ作成

13在 宅勤務者サ ポー ト ・データベースの構築調査 (株)志 木 サテライ トオフィス ・

ビジネス セ ンター

14銅 基複合材料 日本特許英文データベースの構築 神鋼 リサーチ(株)

15技 術協 会供与機材 デー タベースの プロ トタイプ (財)日 本国際協会システム

海 外 作成
〔

16先 端産業分野における専門用語の電子辞書デー 科学技術情報研究所(株)

タベース化の調査研究

17マ ーケティングコー ドの英文データベースの構築 (株)帝 国デー タバ ンク

18安 全研 究における多重 シソーラス ・システム構築 (株)紀 伊國国屋書店
、

のための基本安全用語データベースの開発

193次 元マ ッピングデー タベ ースの 開発 (株)日 本総合技術研究所
、

20デ ータベ ース検 索サ ポー トシステムの調査研究 セン トラル開発(株)情 報図書館

技 術 RUKIT

21グ ループウェアにおけるデー タベースシステムに (株)イ フ ・ア ドバ タイジ ング

関する調査研究

22パ ーソナルコン ピュー タとLANの 利用 による (株)メ イ テ ック

非定形 デー タベ ースの プ ロ トタイプ作成

23知 的資源型 デー タベ ースの調査研究 (株)ジ ャ パ ン コ ミュ ニケ ー シ ョ

ンズ イ ンス テ ィテ ユ ー ト

`
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■. 研 究 の 目 的 と概 要

1.1は じめに

我が国流通業界 は未曾有の転換期に直面 している。対外的に3年 前の 日米構造協議を契機

とす る、大店法の画期的な改正、及びこれに伴う内外に亙る流通規制の緩和 と開放政策は、

流通秩序の一大地殻変動を惹起 しており、これにバブル不況が、個人消費の減退と共に加わ

り、一層大きな激動 となっている。

特に、商業集積の立地については、乗用車の普及に伴うカーライフが消費者の来店手段の

革命を齎 した結果、従来の徒歩 ・自転車を前提 とした商店街立地か ら自動車を基調とした郊

外立地へと大き く移行 している。

これ らの三大与件 一①政策の自由化 ②バブル不況 ③カーショッピングーは相侯って、

中小商店のあり方にも重大な革新を迫ってお り、その生き残 りのために中小店 も郊外立地へ

の移行が必須の命題となっている。

本研究は、こうした大きな社会的要請に応えようとするものである。

(社)日 本 ボランタ リー ・チ ェー ン協会は、中小専門店約6万 軒 を擁す る全国組織の団体で

あ り、協会 としても重要な課題である。

1.2研 究の 目的

小売業は、 日々の生活 を支える地域密着産業であり、同時に、消費者に、便利でかつ支持

されるものでなければならない。

現代の消費者は、自由意志を強 く持った個人単位である。大都市では既に隣人同士の繋が

りは希薄であり、地域社会においてもかつての"村"意 識か らくる隣人関係に気を配 りなが

ら生活するという行動パターンが、車という誰にも気付かれずに移動でき、運搬できる手段

を持つ ことによりますます失われて来ている。その結果、近隣の中小商店に対 しても、大企
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業と同様の物差 しで取捨選択を自由に行 う。 この自由な消費者に評価されて始めて、今後、

中小店も生き残 りうるのである。

従って、小売業 としての品揃え、サービスの良さに真剣に取 り組むことは当然として、行

動パターンが車にシフ トしてきていることから、それに対応すべ く、地域毎に、消費者に最

も支持される商業立地を選び出す必要がある。それは、或いは、大手企業との複合立地であ

ることも容認する必要があろう。

特に、中小店にとって、新規出店は、失敗を許されない。それにも拘わ らず、他方におい

て 「出店」という業務については、中小店側に、殆ど経験もノウハウもないのが通例である。

斯かる矛盾を解決するため、当協会付属の地域流通研究所において、所長の林信太郎の長

年にわたる商業立地に関する経験、ノウハウに基づき、商業立地探索システム構築構想を策

定 した。

第1年 目において、問題の所在を確認 し、多様なアプローチを検討 したうえ、適地判断上、

視覚に訴える地図が重要な要素となる為、重ね合わせ方式によるラスター情報を基礎 とする

立地選定策について検討 した。

平成4年 度 の第2年 目の研究は、 この具体化に一歩踏み込み、適地探索の為の一連の流れ

をシステム化 し、更にその重要な部分である、コンピュータによる探索シュミレーション部

については、視覚に訴える背景地図情報をカラー画像でもちながら、道路を考慮 した自動車

による人口移動のシミュレーションを可能にするプログラムのプロ トタイプを開発 し、具体

的都市についてそのシミュレーションを可能にするデータベースのプロ トタイプを作成 しよ

うとするものである。

1.3研 究の概要

「地域流通最適化 デー タベース」は、最適立地探索を行 うための支援データベースである。

最適立地探索は、次の5段 階のステ ップで行 われ る。
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第1段 階;有 望地域、有望都市の選定

第2段 階;適 地候補 ゾー ンの抽 出

第3段 階;適 地候補地点の選定

第4段 階;適 地候補地点の評価

第5段 階;適 地候補地点の実地調査 ・検討

本年度はプロトタイプ作成であり、最適立地探索システム全体を動かすに際 して核となる

部分のプロ トタイプを作成 した。

具体的には、まず、各ステ ップについて再検討を行い、現段階において、人間による判断

を中心に進めるのが適切であるステップ(第1段 階、第3段 階、第5段 階)と 、 コンピュー

タによる処理 を中心に進めるのが適切であるステップ(第2段 階、第4段 階)に つ いて分 け、

前者については、資料整備、既存データベースの改良、判断手順の整備を行 った。後者につ

いては、プロ トタイプのシミュレーションを開発 し、テス ト都市についてデータベースを作

成 した。これらを用いて、第1段 階～第5段 階の各 ステ ップをテス ト都市を用いて行い、今

年度の研究の評価 と、今後の進め方についての方向性を得ることができた。
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2.地 域 流 通 最 適 化 デ ー タ ベ ー ス の プ ロ トタ イ

プ 作 成

2.1本 研究の目指すデータベースの将来像

中小店が集団で、単独、又は大手流通企業と複合立地で郊外型SC(シ ョッピングセ ンタ

ー)を 建設 しようとする際、商圏の実情や競合関係等から判断 して、いくつかある適地候補

の中から最適立地をコンピュータで選べることができるような、システム、プログラム、及

びこれらをふまえたデータベースを構築 しようとするものである。

人口メッシュデ一夕の1km単 位 という制約が或 る程度克服 されれば、本年度のプロ トタ

イプ作成で行った郊外型SCの みな らず、SM(ス ーパ ーマーケ ッ ト)、 専門大型店、外食

店等の立地 について も応用が可能になると思われる。

又、将来的には、本年度のプロ トタイプでは実現できなかった、自動車による右折左折の

負荷等、人間の心理を反映 した諸要素を解析の際に入れることや、解析の評価基準について

種々工夫することにより、より消費者の行動に近いシミュレーションが出来ることになり、

これらを統合すれば トータルとして地域における各種の流通立地に関する最適 システムのデ

ータベース構築が可能 となる
。

2.2「 有望地域及 び有望都市」の選定 に関するシステムの構築

2.2.1概 要

この システムは、最適立地探索 の為の第1段 階 目のステ ップである。

ここでは、① 「有望地域の選定」及び、その地域内における②郊外型SCの 「有望都市」

の選定 を行 う。

①の地域選定は、都道府県別に人口や商業施設のデータを検討することにより可能である。
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本年度は郊外型SCに 関するプ ロ トタイプ作成をテーマにしているので、特に大型店の普及

度のデータをチェックすることにより選定を行った。

②の都市選定は、①で出した地域に関 して、市町村別に、郊外型大型店の普及度のデータ

を検討することにより可能である。店舗規模、店舗立地、駐車場台数により、郊外型大型店

の要素を満たす店舗が未整備である都市を検索 し、有望都市を選定 した。

今回、この①と②の検索が可能な形に、既存のデータベースを整備 した。使用機種は、富

士通FMRΣ 、使用 ソフ トは、富士通EPOACEで あ り、 この ソフ トは簡易プ ログラム言

語によりメニュー画面の作成、自動化が容易に行えるパソコンのデータベースソフ トである。

条件検索画面は対話式であり、コンピュータに馴染みの薄いユーザーでも、容易に求める検

索が行え、自動的に印刷できるようになった。

2.2.2有 望地域選定

大型店の普及度、潜在的許容残面積を検討することにより有望地域を選定する。

今回採用 したテス ト地域は、神奈川県と千葉県である。地域 としての有望度よりも、シュ

ミレーションを行 うのに便利な地域(南 関東)と いう観点で選定 した為、必ず しも有望度

NO.1地 域ではないが、有望地域選定ステップを踏むと次の様に分析される。

(表2-1)は 、地域 を都道府県の レベルと し、残面積を基準に都道府県を有望順に並べた

ものである。
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通産省残面積:通 産省が想定 してい る ユm2当 たり支持人口か ら推計 した、大型店の潜在的

許容残面積をいう。

(A)大 型店売場面積当た りの行政人口

(B)大 型店売場面積当た りの商業人口
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2.2.3有 望都市選 定

有望地域が決ま った ら、その地域内の有望都市を選定する。

次の検索画面を使って、以下の手順により、コンピュータに馴染みの薄いユーザーでも、

簡単な操作で、要望する検索が可能になり、検索結果も印刷 という形で出力することができ

る。

◇◇ 都市分析検索条件

人 口

県 名

売 場 面 積

立 地

駐 車 台 数

人

◇◇

㎡

台

《検索手順》

1

2

3

4

5

6

7

8

9

《都市分析検索条件》が表示される

「人口」を入力 し、実行キーを押す

「県名」を入力 し、実行キーを押す

「売 り場面積」を入力 し、実行キーを押す

「立地」を入力 し、実行キーを押す

「駐車台数」を入力 し、実行キーを押す

「以上」又は 「逆」の選択キーを押す

検索が始まる

『印刷をします。プ リンタの準備はよろしいですか?』 とメ ッセー ジが表示 され るの

で、実行キーを押す
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10.印 刷 が終 了す る と、1.の 画 面 に戻 る

テス ト都市を選定するにあた り、千葉県 と神奈川県について、郊外型大型店がない市町村

を検索 した。

郊外型大型店の条件は、ここでは、売 り場面積3,000m2以 上、かつ立地特性 は住宅地

及び郊外地、かつ駐車台数が500台 以上の駐車場 をもつ大型店 と した。

その検索結果が 《有望都市 リス ト1》 及 び 《有望都市 リス ト2》 である。

今回採用 したテス ト都市は、千葉県は野田市、神奈川県は秦野市である。これらは必ずし

も有望度がNO.1都 市 ではないが、都市 と しての有望度よりも、シミュレーションを行う

のに便利な(地 形 により商圏が明確に分断 されている)都 市 とい う観点で選定 した。

(1)千 葉県野田市:利 根川 と江戸川 とが合流す る三角地帯の突端に位置 している為、北方、

東方、及び西方は川で隔離されている。又、南方は、柏市(30万 人)ま での約10kmは 、

農村地域 で町 らしい人 口集積地点がない。所謂、一種の封鎖的商勢圏を形成 しているので、

プロ トタイプのテス ト都市 として種々のシミュレーションを行うのに好ましい条件を具備し

ている。

(2)神 奈川県秦野市:横 浜市内の各区部は、人口周密地であり、かつ接続 しているので不

適当である。その他の独立市の場合も、湘南地域に見 られるように隣接 しているので不適当

である。秦野市の場合は、秦野盆地として独立の封鎖的な南勢圏を形成 しており、従 って、

各種のシミュレーションを行 うのに適切な条件を具備 している。
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都市 灘 行 政 人 口 人口 世 帯 数 63年 63年 流 入 ノ1・売 業 ノ∫》売業 醐 大 型 店 売場面積醐 煙 小売 面積 大型 面当
コード 県 名 市区町村名 彌 63年H2年 伸率 63年H2年 醐 流入人口 比率 販売額 売場面積屹 63年H2年 醐 占有 行政 商業 行政 商業

(㎡) (人)(人) (%) (世帯)(世 帯) (人) .(人) (%) (百万円) (㎡) 千円 (㎡)(1㎡) (1㎡) (%) (人/㎡) (人/II董)

12426 千葉県 長柄町 0 8,334 8,406 0.4 2,063 2,119 2,398 一5 ,936 一71
.2 116訂 1,979 畝 0 0 0 0.0 4.2 1.2 99.9 99.9

12427 千葉県 長南町 0 11,775 1L711 一〇.3 2,824 2,836 5,682 一6 ,093 一51
.7 3,878 4,786 810 0 0 0 0.0 2.5 1.2 99.9 99.9

12441 千葉県 大多喜町 0 13,201 13,078 一〇.5 3」39 3,761 11,800 －L401 一10
.6 8,054 11,236 717 0 0 0 0.0 L2 L1 99.9 99.9

12442 千葉県 夷隅町 、0 8,547 8,4カ 一〇
.7 2,185 2,184 6,838 一1 ,709 一20 .0 4,6〔汀 6,453 惚 0 0 0 0.0 L3 1.1 99.9 99.9

12443 千葉県 繍 0 8,322 8,238 イ).5 2,494 2,580 6,294 一2 .028 一24
.4 4,296 6,702 641 0 0 0 0.0 1.2 o.9 99.9 99.9

12444 千葉県 大原町 0 21,955 21,967 0.0 6,195 6,301 22,778 823 3.7 15,547 18,795 脚 0 0 0 0.0 1.2 1.2 99.9 99.9
12445 千葉県 岬町 0 14,174 14,286 0.4 3,932 4,075 9,045 一5

,129
一36
.2 6,174 9,562 ㈱ 0 0 0 0.0 L5 0.9 99.9 99.9

12461 千葉県 富浦町 0 6,663 6,459 一1
.5 1,794 L792 3.㎜ 一3

,663
一55
.0 2,048 3,371 ㎜ 0 0 0 0.0 2.0 0.9 99.9 99.9

12462 千葉県 富山町 0 7,019 6,938 一〇
,6 1,仙8 2,002 5,298 一1

,721
一24
.5 3,616 5,366 674 0 0 0 0.0 1.3 LO 99.9 99.9

12463干葉県 繍 0 12,415 12,103 一1 .2 3,589 3,615 1ぴ122 一2
,293

一18
.5 6,909 10,786 641 0 0 0 0.0 1.2 0.9 99.9 99.9

12464 千葉県 三芳村 0 4,501 4,500 0.0 1,178 1,196 1,733 一2
,768

一61
.5 1,183 L7η 鰯 0 0 0 0.0 2.5 LO 99.9 99.9

12465 千葉県 白浜町 0 7,165 6,9研 一1
.4 2,332 2,3" 4,902 一2

.263
一3L6 3,346 5,986 鵬 0 0 0 0.0 1.2 0.8 99.9 99.9

12466 千葉県 千倉町 0 15,168 15,017 一〇 .5 4,419 4,447 12,441 一2.7カ
一18
.0 8,492 12,331 鰯 0 0 0 0.0 1.2 1.0 99.9 99.9

12467 千葉県 丸山町 0 61301 6,271 一〇 .2 1,786 1,799 2,044 一4
,2〔汀

一67
.6 1,395 2,648 5カ 0 0 0 0.0 2.4 0.8 99.9 99.9

12468千葉県 和田町 0 61599 6,450 一] .1 1,884 1,甘η 4,294 一2
,305 弓4.9 2,931 4,519 醐 0 0 0 0.0 L5 1.0 99.9 99.9

12472 襯 天津小湊町 0 9,218 8,923 一1
.6 2,749 2,726 7,057 一2 ,161 一器

.4 4,817 6,981 690 0 0 0 0.0 1.3 1.0 99.9 99.9

12481傑 袖ケ浦町 L639 49,753 52,405 2.6 13,7〔汀 14,解1 38,204 一11 ,549 一円
.2 26,m6 35,638 惚 1L808 11,808 9,685 33.1 1.4 1.1 4.2 3.2
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都市 過 行 政 人 口 人口 世帯 数 63年 63年 流 入 小売業 小売業 醐 大 型 店 売場面積 売場面 煙 小売 面積 大型 面当
コード 県 名 市区町村名 獅 63年H2年 伸率 63年H2年 商業入口 流入人口 比 率 蹴 売場面積臓 63年H2年 最大店 舗 行政 商業 行政 商業

(no (人)(人) (%) (世帯)(世 帯〉 (人) (人) (%) (百万円) (㎡) 千円 (1㎡)(1心 (1㎡) (%) (入/nl) (人/nf)

14217 神奈川県 南足柄市 正1,446 42,351 42,458 0.1 12,163 12,502 22,470 一19 ,881 一46
.9 16,860 17,882 鵠 0 0 0 0.0 2.4 1.3 99.9 99.9

14301 神奈川県 葉山町 0 29,924 29,982 0.1 9,576 9,781 14,461 一15 ,463
一51
.7 10,851 9,380 1,157 0 0 0 0.0 3.2 1.5 99.9 99.9

14321 神奈川県 劉ll町 11,304 4L826 43,578 2.1 13,100 13,885 29,877
一11
,949

一28
.6 22,418 20,814 1,㎝ 0 0 0 0.0 2.0 1.4 99.9 99.9

14341 神奈川県 大磯町 8,614 3L872 3L8〔打 0.0 9,600 9,8訂 15,933 一15 ,939
一50
.0 11,955 13,639 ㎝ 0 0 0 0.0 2.3 1.2 99.9 99.9

14361 神奈川県 中井町 0 9,561 9,806 1.3 2,471 2,581 4,2工0
一5
,351 る6.0 3,159 2,946 LO72 0 0 0 0.0 3.2 1.4 99.9 99.9

14362 神奈川県 大井町 0 14,304 14,709 1.4 3,991 4,248 14,143
一161 一1

.1 10,612 8,123 1,306 2,330 2,330 2,330 28.7 L8 L7 6.1 6.1

14363 神奈川県 松田町 0 13,183 13,156 一〇 .1 3,864 3,903 10,291 一2
.892

一21
.9 7,722 8,658 892 0 0 0 0.0 1.5 1.2 99.9 99.9

14364 神奈川県 山北町 0 14,252 14,464 0.7 3,665 3,781 7,836 一6
,416

一45
.0 5,880 8,061 惚 0 0 0 0.0 1.8 1.0 99.9 99.9

14366 神奈川県 開成町 0 1L460 111780 L4 3,160 3,301 1L215 一245 一2
.1 8,415 7,355 1,144 1,7η 1,777 1,777 24.2 1.6 1.5 6.4 6.3

14382 神奈川県 箱根町 0 18,983 18,786 一〇.5 8,184 8,233 26,035 71052 訂.1 19,535 16,817 1,162 0 0 0 0.0 1.1 1.5 99.9 99.9
14383 神奈川県 真鶴町 0 9,838 9,849 0.1 3,031 3,141 8,103 一1

,735『-17.6 6,080 6,294 鰯 0 0 0 0.0 1.6 L3 99.9 99.9

14384 神奈川県 湯河原町 0 26,878 批625 1.4 9,673 10,166 η,295 417 1.6 20,481 21,513 952 0 0 0 0.0 1.2 1.3 99.9 99.9
14401 神奈川県 愛川町 7,157 鍬257 39,488 3.0 11,183 12,058 25,815 一11 ,442 一30

.7 19,抑0 18,091 1,071 2,912 2,912 2,912 16.1 2.1 1.4 12.8 8.9

14402 神奈川県 清川村 0 2,905 3,095 3.2 瑠 靱 go8
～1
,997

・・68
.7 681 619 1,100 0 0 0 0.0 4.7 1.5 99.9 99.9

14421 神奈川県 城山町 0 20,459 2L200 1.8 5,867 6,218 10,651 一9 ,808 一47 .9 7,旬2 7,267 1,100 0 0 0 0.0 2.8 1.5 99.9 99.9

14422 神奈川県 津久井町 0 26,291 28,161 3.5 7,240 7,897 14,093 一12 ,198
一46
.4 10,575 10,739 鰯 o 0 0 0.0 2.4 1.3 99.9 99.9

14423 神奈川県 相模湖町 O 9,249 9,699 2.4 2,709 2,916 5,648 一3
,601

一38
.9 4,238 5,258 806 0 0 0 0.0 1.8 L1 99.9 99.9

14424 神奈川県 醐 0 10,256 10,589 1.6 2,753 2,888 3,412 モ,844 一66
.7 2,560 2,961 鰯 0 0 0 0.0 3.5 L2 99.9 99.9



2.3「 適地候補 ゾーン」の抽 出プ ログラムのプロ トタイプ開発

2.3.1使 用データと入力方式について

適地候補ゾーンの抽出のためには、都市の商圏を対象地域として選び、その地域をメッシュ

に分割 した際の各メッシュ内人口、その地域の道路網と川 ・鉄道などの障害物に関するデー

タを使用する。道路網と障害物のデータの入力には地図データを利用する。各データの具体

的な入力方法と付加情報は以下の通りである。

なお、付加情報については、プロ トタイプで利用するものには◎印、プロ トタイプ

では利用しないが次期 システムでは利用するものには○印を付け箇条書にする。

人口メッシュデータ:人 口メ ッシュデ一夕とは、昭和48年7月12日 付 け行政管理庁告

示第143号 「統計 に用い る標準地域 メ ッシュ及び標準地域メッシュコー ド」に基づ く第3

次メ ッシュ内の人口を意味する。 この第3次 メ ッシ,ユを以下では単にメ ッシュと呼ぶ。メッ

シュの大きさは一辺約1kmの 矩形区画である。人 口メッシュデ一夕の入力は計算機の画面

より行なう。次期 システムではメッシュがどのような区分(住 宅地、商業地等)に 属す るか

などの付加情報 も利用 したい。取 り込む地図が大きい場合には、例えば4つ の メッシュを合

わせて1つ のメ ッシュと見なす、とい ったメッシュのサイズの変更も可能である。

付加情報

◎ 男女別人ロデータ

○ レベル(0,1,2,3,4,5,6,7)

地図データ:対 象地域の地図をカラースキ ャナー(PIXELDIO)に より入力す る。ただ し、

地域 メ ッシュとの適合性か ら入力する範囲はmメ ッシュ×nメ ッシュとする。パ ラメータm

とnは 変更可能である。 この地図データは、道路や障害物の入力画面の背景や候補ゾーンの

紙への出力に用いられる。

一14⊥



交差点:2本 以上の道路が1点 できちん と交わるようにす るために、道路を入力する前に

交差点の位置を決める必要がある。交差点の位置は背景地図(地 図データ)を 利用 して計算

機 の画面 よ り入力する。交差点の導入により、全 く行き来のできない立体交差 した道路の入

力 も可能となっている。

付加情報

○ レベル(0,1,2,3,4,5,6,7)レ ベルの利用法 は後述する。

道路節点:交 差点 と道路節点は、道路の入力や店舗の設定に利用 される。道路節点の位置

は、背景地図(地 図デー タ)を 利用 して計算機の画面か らマウスによって入力する。以下、

入力 された交差点 と道路節点を 「頂点」と呼ぶ。下に説明するように、道路は2つ の頂点を

結ん だ直線分(以 下では 「枝」 と呼ぶ)の 連な りと して表現 され る。 したがって道路をより

精確に写 しとるには、道路節点は背景地図上の道路とこの枝の連なりがあまり離れないよう

に多めにとる必要がある。一方、計算時間は頂点の数が2倍 にな ると約4倍 にな るとい った

ように頂点数の 自乗に比例して増加するので、この面か らは道路節点の数はできる限 り少な

い方が望ましい。 付加情報

○ レベル(0,1,2,3,4,5,6,7)レ ベルの利用法は後述す る。

道路 データと障害物:道 路や計画道路 は2つ の頂点を結んだ枝(直 線分)の 連な りと して

表現 し、各校 は画面よりマウスで入力する。各校は付加情報として片側車線数、平均速度、

区間距離、 レベル(O-7)を 持つ。区間距離以外はあ らか じめ定められた値が枝登録時に

自動的に設定されるが、画面から値を修正することも出来る。区間距離は、計算機によって

計算 し設定する。 レベルは、その枝に対応する道路の種別(産 業道路、一般道路等)を 表現

するのに用い、大 きな値 ほど評価の優先権がある。また、 レベルの違いにより道路の画面出
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力が異なる。道路データは、以上のようなグラフ構造(グ ラフにつ いては付録資料 を参考)

で表現する。以下では、道路網を表すグラフを 「道路グラフ」と呼ぶ。

障害物は川、鉄道、高速道路など地域を分断するものを意味 し、入力方法は道路 と同 じで

ある。

付加情報

◎ 区間距離

○ 片側車線数

○ 平均速度

○ レベル(0,1,2,3,4,5,6,7)〉

2.3.2評 価基準 と出力

候補 ゾー ンの抽出の際には何 らかの評価基準を設けなければな らない。考えられる評価基

準の例としては

○ 直線距離15km圏 内人口30万 人以上(第 一基準)

◎ 道路沿い距離15km圏 内人口30万 人以上(第 二基準)

020分 圏内人 口10万 人以上(第 三基準)

な どがあるが、プロ トタイプでは第二の基準を用いている。プロ トタイプでは、この第二の

基準の道路沿い圏内距離xと 必要な集積人数nは パラメータと して入力可能である。抽出ア

ルゴリズム(後 述)で は、道路沿い距離を求めるために2.3.1で 入力 した道路データ等

を用 いる。

ゾーンの出力は、評価基準を満たす道路グラフの頂点と両頂点が基準を満たす枝を画面の

背景地図に上書きする。(注:背 景地図を出力するには計算機 の大量なメモ リーを使用する

ため背景を消 し同様の操作を実行することもできる。)画 面か らは、基準を満たす(候 補)

頂点の集積人数 を見 ることもできる。パラメータxやnを 変えて抽出アル ゴ リズムを再 び起
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動ずることにより候補ゾーンを絞 り込むことや広げることも可能である。最終的な出力はPI

XELDIOを 用 いて地図データ ・道路データ ・候補ゾーンを同一紙に出力する。

2.3.3研 究経過における問題点 とその解決策について

評価基準で記 したように、各頂点pに 対 して道路沿 い距離がx以 内で ある人 口を計算する

必要がある。この人口がn以 上な ら候補頂点 として採用する。この計算を行なう際に幾つか

の解決 しなければな らない問題があるのでそれ らを以下で列挙する。

1人 の分布に関 して、全国 レベルで、矩形が規格化 されたデータは基準メッシュ

(1km2、 特定地域 については500m2)内 の人 口以外の細かなデータがない。

2そ れぞれの人 はどのように道路をたどるだろうか。

3そ れぞれの人は どのように して道路データとして登録 した道に出るか。

4川 ・鉄道な どの障害物は どのように処理するか。

5境 界での人 口の割 り当て。

問題点1を 解決す るために、近似的にメ ッシュの中心点にメッシュ内全ての人が集中 して

いると仮定 した。メッシュを4分 割 し各分割 の中心点 に人口の4分 の1を 割 り当てるな どの、

メ ッシュの細分化をすれば近似精度は上がるが、この細分化とその効果の検証については今

後の課題としたい。

問題点2に ついて は、各人 は距離が最短 となるような道筋をたどるという自然な仮定を採

用 した。

問題点3に 関 しては、各 メッシュの中心点と道路データから得 られる道路グラフを結びつ

ける必要が出てくる。この結び付けに関 しても各種の工夫が考え られる。ここで出て くる問

題は、近 くに存在する道路(道 路データと して登録 された もの)が 無 いメ ッシュの存在であ

る。 これを解決するために、図1の ように隣合 うメ ッシュの中心を仮想的な道で結んだグラ

フ(以 下で は 「メ ッシュ間グラフ」 とよぶ)を 考える。 メ ッシュの中心間を結ぶ枝の長さは
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中心間距離の定数倍(例 えば1.5倍 な ど)と した。

す ると、問題点3は メ ッシュ間 グラフと道路 グラフをどのように連結するかという問題に

帰着される。ここでは図2に あ るように道路 グラフの頂点 とメッシュグラフの頂点を枝で結

びつけることにした。どのような頂点同士を結ぶかの基準は様々考えられるが、本 システム

では、頂点間距離が前 もって定めた距離以下であるものは結ぶことにした。プロ トタイプで

は、メッシュの一辺の長さは通常約1kmで あることか ら、基準距離を500mと し、メ ッ

シュ頂点 と道路 グラフの頂点を結んだ新 しい枝の距離は直線距離の定数倍(1.5倍)と し

た。最終的にできたグラフを ここでは 「階層グラフ」とよぶ。

なおここで導入 したいくつかのパラメータについて、どのような値がより現実的であるか

という問題については、実際のデータを用いた検証が必要と思われる。

問題点4は 障害物 となる川な どが存在 したらそれによって切 られるメッシュ間グラフの枝

は削除することで解決できる(図1参 照)。

問題点5の 意味す ることは、例えば頂点pか ら15km圏 内の集積人数 が知 りたいときに、

あるメッシュの中心とpの 距離が14.5kmか ら15.5kmの 間にあるとき、 このメ ッシュの人

口の何パーセントをpの 集積人数 と して数え るかである。プロトタイプでは、直線距離、道

路沿い距離の如何にかかわらず、各メッシュの中心と頂点pと の距離がx-0.5km以 下

の ときはそのメ ッシュ人口の100%、x+0.5km以 上の ときは人口の0%、 それ らの

間 にあるときは線形補間 した人数をpの 集積人数 として加えている。
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2.3.4抽 出アル ゴ リズムの概要

抽 出アルゴ リズムの概要は以下のようになる。

イ⊥

9

一

つ
U

4

▲

5

各種データを入力す る。

階層 グラフを構成 し、その枝の長さを計算する。

評価基準の値x(km)圏 内n(人 以上)を 入力する。

道路 グラフの各頂点pに 対 して以下の操作を行な う。

階層 グラフ上で、pか ら各 メ ッシュ頂点 までの最短路を求める。

(最短路の求め方については付録資料参照)

問題5の 解決法 によ り、pの 集積人数を計算す る。

pの 集積人数がn人 以上な ら候補頂点 として選ぶ。

候補頂点と両頂点が候補となる枝を画面上に出力する。

必要な らPIXELDIOで 出力す る。

2.3.5今 後の課題

以上 に候補 ゾー ン抽 出アルゴリズムのプロ トタイプの概要を示 した。今後の課題と

しては

1

2

3

4

5

6

7

8

他の評価基準の採用

メッシュの細分化による近似精度の向上とその効果の検証

メッシュ間グラフと道路グラフの結合に関する工夫

交差点における右折、左折、直進の区別

距離による集積人数の補正

付加情報レベルの利用

計算時間の短縮

メッシュの付加情報区分の利用
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などが挙げられる。

課題1に ついて は、例えば(2)で あげた基準 「x分 圏内人 口n人 以上」を実現す るため

には、 グラフの枝の重み として距離の代わりにその枝を通過するのに必要な時間を用いれば

よい。 したがって、プロ トタイプのプログラムを多少変更すれば最短路アルゴリズムの部分

はそのまま使える。なお、通過時間の計算には、枝の付加情報、区間距離 ・片側車線数 ・平

均速度 などの情報が利用可能である。(2)で あげた評価基準 につ いては次期 システムで

は採用できると思われる。 課題2の メ ッシュの細分化に関 しては、階層グラフを生成する

際にメッシュを分割すればよいので実現はそれほど困難ではないと考えられる。 しか し、細

か く分割することによって必要な計算機メモ リーや実行時間はかなり増大するので、適当な

分割数を見つける必要がある。そのためには、実際のデータを用いた検証が必要である。

課題3に ついては、現在 はグラフの幾何的な情報を全 く利用 していない。次期システムで

は、メッシュと道路の位置関係などの幾何的情報を利用する予定である。

交差点を通過する際、右折 ・左折 ・直進では、明らかに所要時間が異なる。 この違いを考

慮するには、交差点通過時間を距離に換算することが必要である。また、右折 ・左折 ・直進

の違いやそれらの所要時間を個々の交差点別に手入力するのでは大変なので、自動化 も必要

である。右折 ・左折 ・直進の区別は、交差点に接続する枝(道 路線分)の 幾何学的な情報 を

用 いれば計算機で判定す ることができる。右折左折の所要時間は、信号の有無や交差点の混

雑度によって異なるが、 この点については交差点の レベルを用いて実現することができるで

あろう。例えば、 レベル6の 交差点の右折所要時間は60秒 、 レベル3な ら30秒 とい った

方法である。

課題5に 関 しては、頂点pか ら距離1kmの メ ッシュと5kmの メ ッシュではpの 集積能

力が異なるはずである。 プロトタイプでは、問題5に 書いたよ うに境界以外では集積能力が

距離に依 らないとしているが、候補地評価(後 述)に 用い るパ フモデルのように距離に依存

した集積能力を考慮することも可能であろう。
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付加情報のレベルはプロ トタイプでは未使用であるが、例えば交差点の レベルは上で述べ

たような形で利用できる。その他、現在計画中(建 設中)の 道路があ る場合 には、その道路

が完成することによって候補ゾーンが変わって くるはずである。 この違いを考慮するための

方法としては、特定のレベルの道路だけに着目して計算することも考えられる。次期システ

ムでは、このようなオプションの導入 も検討 している。

計算時間は頂点数の自乗に比例 して増えるため、細かく分割するには計算の高速化が必要

となる。そのため、道路沿い距離よりはるかに簡単に計算出来る直線距離による基準を利用

して高速化を図ることも検討する予定である。具体的には、直線距離xkm圏 内 にn人 以上

集積できなければ、明 らかに道路沿い距離xkm圏 内でn人 以上 を集積す ることはできない。

したがって、まず直線距離による基準を用いて候補になり得ない頂点を調査対象か ら除外す

ることができる。

また、メッシュの区分についても何 らかの数量化をし、計算に利用 したい。
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2.4「 適地候補地点」の選定に関するシステムの構築

2.4.1概 要

この システムは、最適立地探索の為の第3段 階目のステ ップである。 ここでは、 「適地候

補地点」の選定を行 う。

第2段 階で抽出 した 「適地候補 ゾー ン」に沿って、まず、出店可能な地点を、都市計画図

による土地用途区分、及び住宅地図による土地使用状況等から判断 し、次にその上で、出店

者側の要求する条件を満足する地点を捜 し出すことである。

費用対効果を考えると、 「適地候補ゾーン」さえ与えられれば、人間による判断の方が適

確かつ時間 もかか らない為、このシステムは現段階では、判断項目(探 索項 目)を 整備す る

ことによ り、適宜行 うこととした。

適地の探索項目については、リス トの形式で記入票を作成 した。適地の要素は、項目が同

じで も、出店希望者により、当然、内容が異なる。出店希望者に要望を リス トに沿 って記入

して もらうことにより、適地を選定する重要ポイントが把握できると同時に、このデータを

データベース化することにより、商業者の適地希望要素を様々に分析することが可能になる。

この分析結果は今後の立地研究のデータとして活用可能であり、ひいては、地域開発の行政

レベルの判断材料提供に資することも可能になる。

2.4.2適 地探索項 目 リス ト

適地候補地点選定の際に、考慮する項目のリス トを次に上げる。
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《適 地 探 索 項 目 リ ス ト1》

当該出店者 パ ー トナ ー と な る 出 店 者 等

企 業 名

基 百 貸 店

GMS

業 種

SM

本

専 門 店

郊外SC

RSC

条

業 態 CSC

NSC

小 型 店

件 単独立地

施設態様

複合立地 ※

※ 複 合 立 地 の 場 合 は 、 パ ー トナ ー と な る 企 業 複 数 に つ い て

記 入 す る こ と 。
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《適 地 探 索 項 目 リス ト2》

人 口

ア

商 徒 歩 距 離 世帯数

ク そ の 他 ※

圏

人 口

セ

人 自 転 車 距 離 世帯数

ス その他

口

人 口

の

等 マ イ カ ー 距 離 世帯数

距 その他

距 人 口

離 総 合 距 離

離 世帯数

人 人 口

口 合 計 世帯数

その他

※ そ の 他 … ・・ 年 齢 別 、男 女 別 等
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《適地探索項 目 リス ト3》

時間 区分 所 要 商 圏 人 口(人) 所要世帯数

商

圏

人

口

等

時

間

人

口

ア

ク

セ

ス

の

時

間

～5分

～10分

～15分

～20分

～30分

～40分

～60分

60分 ～

1.5H(シ
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《適 地 探 索 項 目 リ ス ト4》

用

地

の

用

途

区

分

大型店

可能用途

工 業 ・準 工

商業 ・近隣商業

住居

無指定

要許 可の

用途 の用地

農振

農転

調整地域

用

地

の

態

様

更地

更地化可能

工場等

事業用跡地
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《適地探索項 目リス ト5》

用

地

の

規

模

広 さ の区分(坪)

50～

100～

200～

300～

500～

700～

800～

1,000～

1,500～

2,000～

3,000～

4,000～

5,000～

6,000～

7,000～

8,000～

10,000～

13,000～

15,000～

18,000～

20,000～

25,000～

30,000～

40,000～
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《適 地 探 索 項 目 リス ト6》

用

地

の

接

道

条

件

道

路

の

性

格

生 活 道 路

片 、1車(巾 皿～ 皿)

片 、2車(巾 皿～ 皿)

産 業 道 路

片 、2車(巾 皿～ 皿)

片 、2車 以 上+歩(巾 皿～m)

接

道

の

長

さ

(皿)

出入可能な らばよい

20～

30～

40～

50～

100～

接

道

面

の

数

一 面 で よ い

二面が必 要

三面以 上がよい

進

入

左折で あること

左折 ・右折共に可
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《適地探索 項 目 リス ト7》

駐

車

場

の

状

況

駐 車 場 の態 様

平 面

立 駐

併 用

駐

車

台

数

小規模店

の場合

(台)

～10

～20

～30

～50

～100

NSCの

場 合

(台)

～100

～150

～200

～300

～400

～500

～600

600～

CSC及

びRSC

の 場 合

(台)

～600

～800

～1,000

～1,200

～1
,500

～2
,000

1,500～

2,000～
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《適地探索項 目リス ト8》

用

地

取

得

の

条

件

用 地 取 得 の

態 様

借地

借地 と買取 との併用

買取

取

得

の

経

済

条

件

借

地

の

場

合

月

坪

当

り

(円)

～100 建

物

底

地

の

借

地

月

坪

当

り

(円)

～100

～150 ～150

～200 ～200

～300 ～300

～400 ～400

～500 ～500

～600 ～600

～700 ～700

～800 ～800

～LOOO ～1
,000

～1,200 ～1
,200

～1
,500 ～1

,500

～2 ,000 ～2,000

～2
,400 ～2,400

～2
,700 ～2,700

～3
,000 ～3,000

～3
,500 ～3

,500

～4
,000 ～4 ,000

4,000～ 4,000～

買

取

の

場

合

万円

/坪

～1

一

～3

～5

～8

～10

～12

～15

～20

～25

～30

～40

～50

～60

～70

～80

～100

～130

～150

～200

～250

～300

～350

350～
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《適地探索項 目 リス ト9》

施

設

取

得

の

条

件

施設取得の

態様

借地で 自社物件

借地買収 で自社物件

買収で 自社物件

リー ス 物 件

取

得 自

条

件 社

物

件

、の

原

価

(万 円/坪)

40

リ

1

ス

物

件

の

条

件

月/

月 ・坪

～2,000

50 ～2,400

60 ～2
,600

70 ～3
,000

80 ～3,500

100 ～4
,000

120 ～4
,400

130 ～4,800

150 ～5
,000

180 ～5
,500

200 ～6
,000

240 ～6
,500

260 ～7
,000

300 ～7 ,500

350 ～8,000

400 ～10,000

売

上

に

対

す

る

歩

卒

(%)

1 ～12,000

1.5 ～13,000

2.0 ～15,000

2.5 ～18
,000

3.0 ～20
,000

3.5 ～22
,000

5.0 ～25
,000

6.0 ～30
,000

7.0 ～35
,000

8.0 ～40
,000

9.0 40,000～

10.0

12.0

15.0

18.0

20.0

24.0

28.0

30.0

35.0

40.0
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《適 地 探 索 項 目 リ ス ト10》

単独 でよい

商

業

集

積

の

態

様

相

手

は

複

合

集

積

が

よ

い

何 で も よ い

強

力

な

店

が

よ

い

専門店

SM

HC

家具

家電

紳士服

衣料

靴

ド ラ ッ グ

ス ポ ー ツ

本 ・レコート"・ ビ デ オ

倉庫型

DS

食品

酒

家電

紳士服

衣料

ド ラ ッ グ

宝石

メ ガ ネ

核店舗

大手 のDK

A社

B社

C社

:

地元の大手

地元のSM

地 元 の専 門 店
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《適 地 探 索 項 目 リ ス ト11》

商

圏

内

の

競

争

事

情

一 社 で 単 独 独 占 で き る

複数で寡 占で きる

一 番 店 で

あ る

売場面積

駐車台数

一 番 店 で

な い

売場面積が

近似 して いる

売場面積 の

差が大 きい

自由競争 の場合

※1

0社 の 店 が な い こ と

※2

△ 社 の 店 が な い こ と

売場面積が一番店 である

こと

駐車台数が一番である

こと

売 場 面 積 、駐 車 台 数 が

一 番 で な くて も よ い

競合 は全て問題に しない

※10社 は出店 者 よ り も 、競 争 力 の優 位 な企業 の店舗

※2△ 社 は出店 者 が 、友 好 関 係 等 競 合を避けたい企業の店舗
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2.4.3探 索結果

(1)千 葉県野 田市の場合

現在 のノア店が出店する前の状況の下で、'出店者の要望条件を次の とお りと仮設する。

1. 業態 郊外型GMS、 単独

2. 距離 2km以 内

3. 人口 3万 人以上

4. 用途 大型店可能な用途区分、準工、商業

5. 用地の態様 更地、又は更地化可能

6. 用地の規模 20,000坪 以上 但 し、駐車場用地 は調整地域でよい

7. 節道の巾 生活、産業道路問わず、片側2車 線以上

8. 節道の長さ 出入り可能ならよい

9. 駐車場規模 1,000台 以上(含 む立駐分)

10. 取得条件 借地で自社物件、又は建物 リース

11. 集積の態様 単独CSCの 核+専 門店 テナ ン ト

12. 競争事情 複数寡占で一番店

この出店者条件のうち、2.距 離 及び3.人 口に関する要望を満足する適地候補ゾーンは

野田1図 の赤色の岐線である。(白 黒 印刷 の関係上 、色 表示 は不 可)

次 に、 この 野 田1図 の赤 色 の岐線 部分 につ いて、4.5.6.7.8.9.10.11.の

諸 要 望 を満 足 す る地 点 等 を住宅 地 図 に よ り探 索 した、所 謂 、 「適地 候補 地 点」 は

野 田2図 の とお りで あ る。

このA点 は、現 在 の ノアの 地点 、B点 はキ ッコーマ ンの工 場 で あ る。
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(2)神 奈川県秦野市の場合

秦野市のおいて も、要望条件は2.4.3(1)と 同様に仮設 し、2.距 離、及 び3.人 口

に関する要望 を満足す る適地候補ゾーンは、秦野1図 の赤色の岐線である。

(白黒印刷 の関係 上、色表示 は不 可)

次 に、この 秦野1図 の赤色の岐線部分 について、4.5.6.7.8.9.10.11.の

諸要望を満足す る地点等 を住宅地図により探索 した、所謂、 「適地候補地点」は

秦野2図 の とお りであ る。

このA点 はJTの 用地であ り、B点 は残土処分場、C、D、E点 は畑、F点 は農協 に隣

接する畑である。
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2.5「 適地候補地点」の評価 プログラムのプロ トタイプ開発

2.5.1使 用 デー タと入 力方 式 につ い て

以 下 で利 用 す る記号 につ いて は、2.3.1「 使用 デ ー タと入力 方 式 につ い て」 を参 照。

人 口 メ ッシュデ 一 夕:2.3.1「 人 口 メ ッシュデ一 夕」欄 を参 照。

地 図デ ー タ:2.3.1「 地 図 デ ー タ」欄 を参照 。

交差 点:2.3.1「 交 差点 」欄 を参 照。

道路 節点:2.3.1「 道路 節点 」欄 を参 照。

道路データと障害物:入 力す るデータについては2.3.1「 道路 デー タと障害物」

欄を参照。候補地の評価に際 しては、各店舗からの全メッシュへの最短経路を求めればよ

いので、適地候補ゾーンの抽出に比べて計算すべき最短経路の本数は少なくてすむ。その

反面、より精度の高い評価が求められるため、適地候補ゾーンの抽出アルゴリズムより細

かな道路データを使用することを考えている。具体的には、アルゴリズムを実行する際に

使用する道路の レベルを設定 し、適地候補ゾーンの抽出に比べてよりレベルの低い生活道

路なども評価に取 り込む、といった方法である。

候補店データ:候 補店 は、交差点 もしくは道路節点の上になければならない。対応する

交差点や道路節点が無い場合には新たに作成する。作成 した点が既存の道路に載 らないと

きは、新たな道路を付加することによって既存の道路へつな ぐ。候補店の位置の入力は、
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交差点や道路節点と同様に計算機の画面に写された地図データ上でマウスによって行なう。

店舗に関するデータとしては、店舗仮名称、売場面積、建物階層、駐車場台数、駐車場階

数、仮設営業力格差、 レベルをウィン ドウか ら入力する。 レベルは業種や立地環境といっ

た数値化 しにくい店舗の特性を表す指標で、総合的に判断 して魅力があると考えられる店

舗には大きな値を、少ないと思われる店舗には小 さな値を付与する等に利用できる。

付加情報

◎ 売場面積(平 方 メー トル)

◎ 建物階層(階)

◎ 駐車場台数(台)

◎ 駐車場階数(階)

◎ 仮営業力格差(係 数)

○ レベル(0,1,2,3,4,5,6,7)

競合店デー タ:競 合店 は、交差点 も しくは道路節点の上になければならない。対応する

交差点や道路節点が無い場合には新たに作成する。作成 した点が既存の道路に載 らないと

きは、新たな道路を付加することによって既存の道路へつな ぐ。競合店の位置の入力は、

交差点や道路節点と同様に計算機の画面に写された地図データ上でマウスによって行なう。

店舗に関するデータとしては、店舗名、売場面積、建物階層、駐車場台数、駐車場階数、

営業力格差、 レベルをウィンドウから入力する。 レベルは業種や立地環境 といった数値化

しにくい店舗の特性を表す指標で、総合的に判断 して魅力があると考え られる店舗には大

きな値を、少ないと思われる店舗には小さな値を付与する等に利用できる。

付加情報

◎ 売場面積(平 方メー トル)

◎ 建物階層(階)
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◎ 駐車場台数(台)

◎ 駐車場階数(階)

◎ 営業力格差(係 数)

○ レベル(0,1,2,3, 4,5,6,7)

2.5.2評 価 基 準 とデ ー タ出力

候補 店 の評 価 基準 は、 《地 図上 の全 人数 の うち候補 店 を利 用 す ると予 想 され る期 待流 入 人

数 》 を用 い る。 この期 待流 入 人数 の具 体的 な計 算 は修正 パ フモ デル を用 いて以 下 の よ うに行

な う。 こ こで、全 メ ッシ ュの数 をm、 競 合店 の数 をnと し、 候補 店 は添 字0で 表 す。

H(i):メ ッシ ュiの 人 口,i=1～m

S(j):店 舗jの 実 効売 場 面積,j=0～n

D(ij):メ ッシ ュiか ら店 舗jへ の距離i=1～m,j=0～n

これ らのパ ラメ ー タを用 い る と、修 正パ フモデル を利 用 した ときの店 舗jへ の 期待 流 入 人数

P(j)はS(j)

mD(ij)2

(1)P(j)=ΣH(i)・n

i=1ΣS(k)

k=oD(ik)2

で計 算 され る。

以 下 で は、入 力 され た各種 デー タか ら修正パ フモ デル のパ ラ メー タを決 定 す る手 続 きにつ

いて述 べ る。

メ ッシュ人 口(H(i)):入 力 され たメ ッシ ュ人数 を その まま利用 。

店舗の実効売場面積(S(j))店 舗の売場面積(T)を 基に、建物階層、駐車場台
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数、駐車場階層,営 業力格差を考慮 して以下の式で算出。プロ トタイプではレベルの情報は

未使用。 ・建物階層 1階 層

2階 層

3階 層

4階 層

5階 層

6階 層以上

T×1.O

T×0.8

T×0.7

T×0.6

T×0.5

T×0.4

・駐車 場台 数0～200台T×1 .0

201～700台T×1.1

701～1500台T×1.2

1501～2500台T×1.3

2501以 上T×1.4

・駐車場階層1階 層

2階 層以上

T×1.1

T×0.9

・営業力格差係数x(店 舗データ入力画面 より指定)

T×x

店舗～ メッシュ間距離(D(ij)):メ ッシュ内人 口は、メ ッシュの中心においた仮

想的な頂点に集中 していると考える。 したがって店舗～メッシュ間距離は、店舗か らメッシュ

の中心までの道路上の最短距離によって与え られる。(こ の最短距離 の計算方法については、

2.3「 適地候補 ゾー ンの抽 出プ ログラムのプロ トタイプ開発」および付録資料を参照のこ

と。)
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出力データは、候補店および各競合店の期待流入人数P(j)で ある。 この値はアル ゴ リ

ズムを実行 した後、売場面積などの店舗データと同様に画面上で参照することができる。ま

た、ファイルに落 して一覧することや、PIXELDIOを 用いて地図デー タな どと同一紙上に出力

することも可能である。

2..4.3で 探索 した、野 田市 と秦野市の候補地点(野 田市A,B点)(秦 野市A～F点)

に関する各 々の評価結果は次表の通 りである。
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2.5.3候 補地評価 アル ゴリズムの概要

候補地評価アルゴリズムの概要は以下の通 りである。

1.各 種データを入力す る。

'2
.階 層 グラフを構成 し、その枝 の長 さを計算する。

3:階 層 グラフ上で候補店および各競合店から各メッシュへの最短距離を計算する。

4.式(1)を 用いて、候補店お よび各競合店への期待流入人数を算出する。

5.結 果 を画面 もしくはフ ァイルに出力する。

2.5.4研 究経過 における問題点 とその解決策について

まず、候補地の評価方法 として何を採用するかが問題となるが、これについては、適用例

の豊富さと計算機上での実現の可能性などを考慮 した結果、修正パフモデルを用いることに

した。パフモデルにおいては、店舗～メッシュ間距離の指数として 「2乗 」を用いる方法 と、

パ ラメータとして 「λ」とおく方法がある。本システムでは、特に指定のない場合は2乗 を

用 いるが、簡単な変更 によって λの場合も取 り扱うことができるようになっている。

修正パフモデルでは、実効売場面積と店舗～メッシュ間距離をもとにして、期待流入人口

を算出している。このうち、店舗～メッシコ.間距離を算出す るのに必要な階層グラフの構成

や距離算出における問題点 とその解決策については2.3.3で 述 べた。 ここでは実効売場

面積 の算出に関する問題点 とその解決策について述べる。

この点に関 して、システムを作成する上で問題 となったのは

1実 効売場面積の項 目と して何を どのように考慮するか、

2店 舗ヘアクセスする道路の評価をどう取 り込むか、

の2点 である。

問題点1に ついて は、数値化の容易 さを考慮 して、上に述べたように売場面積をもとに建

物階層、駐車場台数、駐車場階層、営業力格差を加味することにした。 これらのデータの値
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の区分(建 物階層や駐車場台数な ど)や その係数が適切か どうかは判断が難 しかったため、

簡単な変更によって変えることができるようになっている。

問題点2に ついて具体的に述べ ると、アクセスしている道路の距離、種類(産 業道路か生

活道路か)、 車線数、進入が右折か左折か、などが挙げられる。このうち、距離は店舗～メッ

シュ間距離に取 り込まれている。残 りの3つ の項 目については今回は考慮 しなかったが、種

類と車線数はデータとして既に持っており、また右左折の判定についても2.3.5で 述べ

たようにメ ドが立 っているので、次期システムにおいてこれ らのデータを評価に反映させる

ことはそれほど困難でないと思われる。

2.5.5今 後の課題

以上 に候補地評価 アル ゴ リズムのプロトタイプの概要を示 した。これを基に、次期 システ

ムで検討が必要と思われる点について以下で述べる。

(1)式 か らわか るよ うに、修正パ フモデルでは実効売場面積と店舗～メッシュ間の距離

をもとに期待流入人口を算出している。 したがって、 この2つ の要素が現状 を反映 した もの

にす ることが精度を向上 させるたあのポイントとなる。このうち、店舗～メッシュ間距離の

算出に必要な階層グラフの構成や距離算出の方法については2.3.5で 述べたので、 こ

こで は実行売場面積に関 して述べる。

今回のシステムでは、実効売場面積は売場面積に建物や駐車場の構造を加味 して算出して

いる。これは、実効売場面積が単なる売場面積ではな く、店舗構成やアクセスの難易 といっ

た、その店舗の魅力を表す指標の役割を果たすためと考えられる。 このような店舗の魅力に

影響を及ぼすと思われる要因としては、他にも

1業 種や系列な ど店舗に関す る情報

2商 店街や駅 の存在 とい った周囲の環境

3立 地条件
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などが挙げられる。 しか し、このような要因を評価に反映させるには

1数 値化 が難 しい

2必 ず しも絶対的な ものでな く他の店舗 との相対的な関係で決まるものがある

など問題があり、現時点では具体的な解決案は得られていない。実際のデータを用いた検証

や専門家の意見を参考にしながら、検討する必要があると思われる。

また、プロ トタイプで標準的に用いている各種の換算パラメータの妥当性 も、実際のデー

タを用いて検証 してお くことが必要であろう。

今回は自動車でのアクセスのみを取 り扱 ったが、精度の向上のためには店舗から近距離の

メッシュの人口については、自転車や徒歩でのアクセスも考慮 しなければならないと考えら

れる。

2.6「 適地候補地点」の実地調査 ・検討

これは、最適立地探索の為の最終ステ ップである。

第4段 階で評価 した 「適地候補地点」を、現地で評価の確認を行う。

今回、プロ トタイプ作成にあた り、テス ト都市について、実地調査を行ったが、基本的に

は通常経営者が業界常識 と経験によって判断するのと同様な形のパターンになったと思われ

る。
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3.地 域 流 通 最 適 化 デ ー タ ベ ー ス の

プ ロ トタ イ プ に 関 す る 各 種 検 討

3.1テ ス ト都市 を用 いた シミュレー ションの概要

今回作成 したプロ トタイプの評価を行 うため、最適立地探索システムの第1段 階において

有望都市 と選定 された千葉県野田市、神奈川県秦野市をテス ト都市として取 り上げ、その周

辺20kmの 範囲につ いて、地図データ、人 口デ一夕、道路データ、店舗データか らなるデ

ータベースのプロ トタイプを作成 した。その上で、第2段 階の 「適地候補 ゾー ン」の抽出を

行い、抽出されたゾーンについて、第3段 階の 「適地選定」を行 い、その適地候補地点と既

存店について、第4段 階の評価を行 った。 これ らの シミュレーションを通 して、今回作成 し

たプロ トタイプ評価を行 った。

シミュレーション結果の出力データについては、2章 で資料添付 してあるので、本章では

操作上の解説を主にまとめた。
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3.2デ ー タ処理作業の操作性に関す る評価

3.2.1ハ ー ドウェア構成

プ ロ トタイプで もあり、かつ、中小店支援ツールとしての役割を念頭においているため、

基本的に、できるだけコンパクトで投資負担のかか らないハー ドウェア構成を心掛けた。

本システムのハー ドウェア構成を以下に示す。

can・nCLC-500plXELDiO

canonイ ンテリジェント・プロセッシング・ユニット

光 磁 気 デ ィス ク

SONYMODISKUNIT

RMO-S550

ワー ク ステ ー シ ョンNEWS

SONYNWS-3460

3.2.2デ ー タ入力 操作 に関 す る評 価

デ ー タ入力 作業 は、 マ ンマ シンイ ンター フ ェー スの工夫 によ り、Xウ ィ ン ドウ上 での マ ウ

ス操 作 に よ り容易 に行 うこ とが で き る。

(1)特 長

(a)GUI(グ ラ フ ィカル ・ユ ー ザ ー ・イ ンタ ーフ ェース)

タ ー ミナル型 の ユ ーザ ー ・イ ンタ ー フ ェースで は、 コ ン ピュー タがユ ーザ ー に提

示す る情報 形態 はテ キス トが ベ ー ス にな る。 ま た、 ユ ーザ ー が コ ンピュー タに仕事

の指 示 を 出す場 合 も、 そ の入 力情 報 の形態 はテ キス トで あ り、 キ ーボ ー ドを通 して

の入 力 とな る。
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一方 ウ ィ ン ドウ ・シス テ ム型 の ユ ーザ ー ・イ ンター フ ェー スで は、 コ ン ピュー タ

がユ ーザ ー に提 示 す る情報 の形 態 は ウ ィ ン ドウ、 ア イ コ ン、 メニ ュー ボ タ ンな どの

グラ フ ィ ックス がベ ース に な る。 ユ ーザ ーが コ ン ピュー タ に仕事 の指 示 を 出す場 合

に も、 これ らの グ ラフ ィ ック ス表 示 され た画 面上 の 操 作部 品 を マ ウス な どの ポイ ン

テ ィ ング ・デ バ イ スを もち いて ポ イ ン トした りセ レク トした りす る こ とによ り、実

現 出来 る。

本 シス テ ムで は、OSF/Motifの 標 準 ウ ィ ン ドウ ・マ ネ ー ジ ャで あ るmw

mを 利用 す る こ とによ り、GUIを 実現 してい る。 ウ ィ ン ドウ ・マ ネ ー ジ ャは、X

ウ ィ ン ドウ ・システ ムの ユ ーザ ーが会話 形式 で ウ ィ ン ドウを操 作/管 理 す る手 段 を

提 供 す るプ ロ グラ ムであ る。mwmはNEWS-OSに 標準 装 備 され て お り、既 に

多 くのユ ーザ ー に採 用 され てい る。

(b)グ ラ フ ィ ック ・イ メー ジで のデ ー タ ・エ ン トリー

適地 探 索 の対 象 とな る地 域 の地 図を カ ラー スキ ャナ ー(PIXELDiO)で

入力 し、 これ を デ ー タ ・エ ン トリ画面 の背景 と して 利用 す る こ とに よ り、地 図 にペ

ンで書 き込 む か の よ うな作 業 を、 マ ウス を使 って コ ンピュー タの画面 で行 うこ とが

で き る。

また、 グ ラ フ ィ ック ・イ メー ジで入力 したデ ー タは テ キ ス ト形 式 に変換 して フ ァ

イル に保 存 され るた め、viな どの テキ ス ト ・エ デ ィタ を使用 して デ ー タ ・エ ン ト

リを行 うこ と も可 能 であ る。

(c)豊 富な属性、容易なカスタマイズ

ここでいう属性とは、データ ・エントリ画面に現れる様々な部品(交 差点 を表す

円、道路を表す線な ど)の 色や大 きさ、人 口メ ッシュ枠 の数その他を意味する。こ

れらの属性によるカスタマイズのなかでも特に有効と思われるのは、背景地図の面

一61一



積と縮尺に合わせてメッシュ枠の数 と一辺の距離を自由に変え られることである。

この機能によって、背景に使用する地図の種類が限定されるのではないかという大

きな問題を解決 した。

全ての属性は、 リソースファイルにテキス ト形式で記述されてお り、これを書き

換えるだけで容易に変更可能である。

(d)グ ラフィック ・イメージでのプ リント・アウ ト

背景地図上に、エントリー した道路、交差点、川、鉄道などを重ね合わせたかた

ちで、一枚の紙に出力することができる。地図の入力と同じく、PIXELDi

Oを 使用 して印刷す るため非常 に鮮明で美 しいフルカラーのアウ トプ ットが得 られ

る。適地候補ゾーンの抽出結果以外に、データ入力作業中や作業完了後に印刷を行

うことは入力データの確認に有効である。プ リントコマ ンドのオプションで、用紙

サイズと印刷サイズを選択することが出来る。

(2)ウ ィン ドウ ・マネー ジャの機能

mwmが 起動すると個 々のウィン ドウのまわりにフレームが付き、フレーム上には、ウィ

ンドウを操作するための部品(ボ タン等)が 配置 されてい る。 この部品を、マウスを使って

会話形式で操作することにより、ウィン ドウの操作/管 理ができる。 さらにmwmに はメニ ュ

ーを表示す る機能があ り、メニューの項目を選択することによって も、同じ操作/管 理 を行

うことができる。

(3)処 理 フ ローチ ャー ト

デー タ入力 作業 を含 む本 システ ムの 全処 理行 程 とデー タの流 れ を、処 理 フ ローチ ャー トと

して 図3-1に 示す 。
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(4)地 図データ入力手順

プ ロ トタイプの開発過程における問題の1つ は、地図データ ・フ ァイルの容量に関する事

であった。入力する地図1枚 の面積が広ければ当然ファイル容量は大きくなるし、鮮明な画

像を得ようとして解像度(dpi値)を 上 げると、dpi値 に比例 して ファイル容量 も大 き

くなる。この項では、地図入力作業の手順 と共に、制限事項 と解決の手段について述べる。

(a)イ メー ジ ・デ ー タ取 り込 みimgin

地 図 デ ー タの入 口 はカ ラー スキ ャナ ー(PIXELDiO)で あ り、imgi

n(パ ッケ ー ジ ・ソフ トウ ェア)を 通 してNEWSに 取 り込 まれ る。

爲 弍 剛 力ラーステーシ・ン
NEWS

－ 目 一
「

imgin ＼

○

イメージ・データ

ー
/

①imginコ マ ン ドを投 入 し、imginを 起動 す る と、PixelScan

ウ ィ ン ドウが表 示 され る。
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図3-2PixelScanウ ィ ン ドウ
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「

②PIXELDiOに 地図 を セ ッ トし、 「ラ フ」 メニ ューの 「ラ フスキ ャン」 を

選 択 す る と、 イ メー ジ ・デ ー タ(50dpi,A3サ イ ズ、 モ ノ クロ)が ス キ ャニ

ング され 、編 集 画面 内 に表示 され る。

⇒制 限 そ の1imginが 一 度 の スキ ャンで読 み込 め るの は、 最大A3サ イズ

で あ る。

③ 編集画面でイメージを確認後、必要な部分を トリミングし解像度を指定すると、

トリミングされた部分がRGBカ ラーデータと して指定の解像度でスキ ャンされる。

この トリミングはラフなもので、スキャンする範囲を指示する程度のものである。

⇒制限その2imginの トリミング機能は精密でない。

テス トを何度かくり返 した結果、道路や店舗入力の背景として使用に耐える地図を

得るには、90～100dpiが 下限である。オペ レータに とっては、解像度がよ

り高 く実物の地図に近いほどエントリ作業をしやすい筈だが、これ以降のほとんど

の処理にかかわって くる地図データ ・ファイルは、妥協できる限り容量を抑えてお

く必要がある。

④ 「ファイル」メニューの 「保存」を選択 しファイル名を指定すると、③でスキャ

ンされたRGBカ ラーデータがフ ァイルに書 き込まれる。

(b)img形 式 をxwd形 式 に変換imgtoxwd

imginが 扱 え るイ メー ジデ ー タ形式 をimg形 式 とい う。 これ に対 して、Xウ ィ

ン ドウ ・システ ムが扱 え るイ メー ジデー タ形 式 をxwd形 式 とい う。imgtox

wdはimg形 式 をxwd形 式 に変換 す るコマ ン ドで あ る。
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(c)地 図 デ ー タの トリ ミングdisplay

制限 そ の2を 解 決 す るた めにdisplayを 導入 した。displayはIma

geMagicと 呼 ばれ る コマ ン ド・セ ッ トの うちの1つ で、 イ メー ジデー タの ト

リミングや拡 大/縮 小 な どの 機能 を持 つ フ リー ・ソフ トウ ェアで あ る。

displayの トリ ミングは、 表示 されて い る範 囲 で の み有 効 で あ る。 つ ま り、

トリ ミング したい地 図 デ ー タがImageMagicウ ィ ン ドウの最大 表示 可 能 サ

イズを超 え な い よ うに、imginで カラ ースキ ャ ンす る範 囲 をA3よ りさ らに小

さ く しな けれ ばな らない。

⇒ 制 限 その3imginが 一 度 の スキ ャ ンで 読 み込 め るの は、ImageM

agicウ ィ ン ドウの最 大表 示 可能 サ イズ であ る。

図3-3displayウ イ ン ドウ
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(d)地 図データの結合xwdcat

制 限その1、 その3を 解決す るためにxwdcatコ マ ン ドを作成 した。 これ は、

分割 して入力 し別 々のファイルに保存されている地図データを貼 り合わせたかたち

で、新 しく1つ の地図データ ・フ ァイルを作成するコマン ドである。

xwdcatの 作成には、 さらに大きなメリッ トが考えられる。それは、隣り合う

地域の地図を貼 り合わせて、適地探索の対称地区を中心に置いた背景地図を作成す

れば、より有効な解析結果が得られるのではないかという事である。

(e)フ ル カラ ーを ス ー ドカ ラー に変 換xwdconv

xwdconvは 、NEWS-OSの コマ ン ドで あ る。xwdconvは 、 イ メ

ー ジデ ー タの ピ クセ ル構成(1ピ クセ ルあた りの ビ ッ ト数)を 変換 す る
。 こ こで は、

1ピ クセル24ビ ッ トの フル カ ラーデ ー タを1ピ クセ ル8ビ ッ トの スー ドカ ラー に

変 換 す るこ とで、地 図 デ ー タ ・フ ァイル のサ イ ズを 小 さ くす るため に行 う。
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(5)デ ー タ ・エ ン トリの手順

デ ー タ ・エ ン トリは、mapウ ィ ン ドウ上 にて 、会話 形 式 で行 う。mapウ ィ ン ドウ はm

apプ ログラム に よ って制 御 され る。mapプ ロ グラ ムは、mapコ マ ン ドの投 入 によ り起

動 され る。

図3-4mapウ ィ ン ドゥ
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(a)準 備

① デ ー タ ・フ ァイ ル の登録mkdata

mapプ ロ グラ ムを起 動 す る前 に、mkdataコ マ ン ドで デ ー タ ・フ ァイル の外 枠

を作成 して お く。mkdataを 実 行 す る と、パ ラ メー タで 指 定 した名称 を持 つ、 縮

尺情報 ・道路 デ ー タ ・人 口デ一 夕 ・節点 デー タ ・店 舗 デー タの5個 の フ ァイル が作 ら

れ る。

(例)%mkdatanoda回

%1s回

noda.confnoda.edgenoda.mesh

noda.nodenoda.shoP

②mapウ ィ ン ドウ内に表示 され、 デ ー タ ・エ ン トリの背 景 とな る地 図 は、 リソー

ス ・フ ァイルmap.cfで 指定 す る。map.cfに は、 この他 に もmapウ ィ

ン ドウ の さま ざ まな属 性 が格納 され て い る。

③ 背景地図に重ね合わせるメッシュ枠の数と、メッシュ枠一辺の実距離は、背景地

図データと1対1に 対応する縮尺情報 ファイルで指定する。 このファイルは、前述の

mkdataコ マ ン ドによって作成 される。



(b)mapメ ニ ュー

mapウ ィ ン ドウの上 部 に は メニ ュー ・ボ ーダーが表 示 され て お り、 サ ブメニ ュ

ー項 目(フ ァイル ・レベ ル ・モ ー ド ・実 行)が 書 かれ て い る
。 この文 字列 の上 にマ

ウス カ ー ソル を合 わせ て マ ウス ボ タ ンを押 す と、該 当す るサ ブ メニ ュー配 下 の選択

項 目が表 れ る。 とい うよ うに、mapの メニ ュー は階 層 化 され て い る。選 択 され た

処 理 内容 は、 メニ ュー ・ボ ー ダー の右端 に表示 され る。(図3-5)

ファイル レベル モ ー ド 行Level:0/薗odeshop/Action:Delete

1お品書

お品書き

新規

選択

削除

鷲)店 舗/削 除を選択

人口[〉

節点 じ

道路 じ

店舗r㎏ レ

図3-5メ ニ ュー選 択 時 の マ ウス カ ー ソルの移動

mapメ ニ ューの階層 構造 を次 頁図3-6に 示 す。
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フ ェ ー ズ1

フ ェ ー ズ2

図3-6mapメ ニ ュー の階層構造
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(c)mapメ ニ ュ ー配 下 の デ ー タ入 力機 能 につ いて説 明 す る。

(1.0)フ ァイルメニ ュー

(1.1)新 規

全ての デー タ入 力を取 り消 し、画面 を背景地 図 のみの状 態 に戻 す。

(1.2)再 描画

画面を現時点 の データで表示 し直す。

(1.3)読 み込 み

子 ウィン ドウが表示 され る。 デー タ ・フ ァイ ル名 を入力す る と、該 当の デー タ が読 み

込 まれ、背景地 図上 に描画 され る。

(1.4)書 き込 み

子 ウィ ン ドウが表示 され る。 デー タ ・ファイル名 を入 力す ると、該 当の デー タ が フ ァ

イルに出力 され る。

(1.5)終 了

mapウ ィン ドウを閉 じて、mapプ ログラムを終了 す る。

(2.0)レ ベル メニュー

レベルのデ フォル ト値 を変 更す る。 全 モー ドに共 通で あ る。
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b

(3.0)モ ー ド メ ニ ュ ー

(3.1)人 口

メ ッシュ枠 ごとに レベル と男女の人 口を入力す る。

(3.1.1)設 定

レベル のみを変更 す る。変更 したいメ ッシュ枠 内にマ ウスカー ソルを移 動 して マ ウ

スを ク リックす ると、 レベル メニューで選択 したデ フォル ト値 に修正 され る。

(3.1.2)選 択

メ ッシュ枠内で マ ウスを ク リックす ると、人 口デ一 夕入力 ウィン ドウが表示 され る。

入力 チ ェ ック レベル

男(人)

女(人)

:0～7の 整 数 で あ る こ と

:ニ ュ ー メ リ ック ・チ ェ ッ ク

:ニ ュー メ リッ ク ・チ ェ ッ ク

(3.2)節 点

交差点、道 路節点、店舗入力 地点の更新(追 加 ・移動 ・削除)を 行 う。 また、各節点 ご

とに レベル、接続 コス トの入 力を行 う。

(3.2.1)新 規

節点 を入 力 したい位置 でマ ウスを ク リックす ると、節点 をあ らわす小 さな円が表示

され、節点 が作 られ る。

(3.2.2)選 択

節点上 で マ ウスを ク リックす る と、節点 デー タ入力 ウィ ン ドウが表示 され る。
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入力チェック レベル:0～7の 整数であること

接続 コス ト:ニ ューメ リック ・チェック

(3.2.3)移 動

移動 したい節点上でマウスをクリックし、マ ウスカーソルを移動する。再度 クリッ

クした位置に新 しい節点が作 られ、移動元の節点は削除される。道路が接続されて

いる場合は、道路を従えたかたちで移動する。

(例)

①移動前 ②移動 後

一

1
_1

(3.2.4)削 除

削除 したい節点上でマウスを クリックすると、該当の節点が削除 される。道路が接

続 されている場合は無効である。

(3.3)道 路

道路、計画道路、川、鉄道(以 下、道路 と総称)を 入力する。川 と鉄道は障害物である

が、 プロ トタイプではそれと認識 されず道路と見倣 される。次期 システムでは、 レベル

によって識別 し解析データとして利用 される。

(3.3.1)新 規

道路の始点でマウスをクリックし、背景地図の道路に沿 ってマウスカーソルを移動

し、道路節点または交差点で クリックする。 これを終点 まで繰 り返す。 クリックし

た地点には自動的に節点が作 られる。2つ の節点に挟 まれた直線部分を1本 の道路

とし、道路データはこの単位で管理 される。
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(3.3.2)選 択

2っ の節点 に挟 まれ た直線上 の何処かでマ ウスを ク リックす ると、道路 デー タ入力

ウィ ン ドウが表示 され る。

月蛸

車線蜘:片 側:1

平均速度瓢h:・

入力 チ ェ ック レベル

タイプ

車線数(片 側)

平均速度(km/h)

:0～7の 整数 であ る こと

:0～2の 整数 で ある こと

0～9の 整数 であ る こと

ニューメ リック ・チ ェック

(3.3.3)削 除

2っ の節点 に挟 まれた直線上の何処かでマ ウスを ク リックす ると、該 当の道路(直

線部 分)が 消去 され る。節点 は消去 されな い。

T

①

㊥
ク リ ック

←

②

○ 〇一

③

(3.4)店 舗

店舗(既 存店 、候補 店)を 入 力す る。店舗 の ポイ ン トは節点上 で なければな らない。

(3.4.1)新 規

節点上 で マ ウスを ク リックす ると、 ⑤ マ ー クが あ らわれ、店舗 が登 録 され る。

(3.4.2)選 択

節点上 で マ ウスを ク リックす ると、店舗 データ入力 ウィ ン ドウが表示 され る。
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入力 チ ェ ック レベル

タイプ

総床面積(平 米)

店舗の階数

駐車場の階数

:0～7の 整 数 で あ る こ と

:0～2の 整 数 で あ る こ と

:ニ ュー メ リ ッ ク ・チ ェ ッ ク

:ニ ュ ー メ リ ック ・チ ェ ック

:ニ ュ ー メ リ ック ・チ ェ ッ ク

(3.4.3)削 除

削除 したい節点上 で マ ウスを ク リックす ると、該 当の節点 上の店舗 が消去 され る。
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(6)デ ータ入力作業時間

入力作業 時間は、テス ト都市について次のようであつた。

縮尺5万 分の1の 地形図20km四 方 のエ リアを入力するのに3.5時 間、基準 メ ッシュ(1

km)400個 に男女別人口を入力するのに1.5時 間、道路(687本)入 力に5時 間、

店舗(62店)入 力 に4.5時 間を要 した。

mapウ ィン ドウの レスポンス時間は、背景地図データの容量に大きく左右されるが、地

図データ容量が4,158,537byteのN都 市 について は、背景地図データがある場合で、map

起動に45秒 、再描画 に12秒 、背景地図な しの場合、map起 動に2秒 、再描画 に2秒 で

ある。

入力作業 には、単純な数字データ入力ではな く、地図上の位置確認という作業が伴 うため、

このような時間がかかったが、2日 間あれば1市 町村 のビジュアルなデータが入力できるこ

とになるので、プロ トタイプとしては効率的であると思われる。
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3.2.3デ ー タ解析操作に関する評価

フ ェーズ1、 フェーズ2を 解析するための実行条件を入力する操作は、データ入力と同 じ

ように、Xウ ィン ドウ上でのマウス操作により、容易に行 うことができる。

(1)mapメ ニ ュー配下 のデ ー タ解 析機 能 につ いて説 明す る。

(4.0)実 行

適地探索処理 を行 う。 フェーズ1、 フェーズ2と もに現時点 で読 み込 まれ てい るデー タ、

または エ ン トリされて いるデー タを もとに解析 が実 行 され る。

■

(4.1)フ ェーズ1候 補 ゾ ー ン抽出

評価基準入力 ウィ ン ドウが表示 され る。

入 力 チェ ック フ ァイル名:ノ ー ・チ ェック

半 径(k皿):ニ ューメ リック ・チ ェ ック

人口(人):ニ ューメ リック ・チ ェ ック

候補 ゾー ン抽出が終了 す ると、解析結果 を反映 したかた ちでmapウ ィ ン ドウが再描 画 され る。

解析結 果は、画面上 では次の よ うに表現 され る。

節点:集 客可 能人数が評価基準 に達す る(以 降 ヒ ッ トと表現)節 点 の色を、

あ らか じめ定 めて おいた色 に塗 り替 え る。

道 路:ヒ ッ トした節点 に挟 まれた道路の色 をあ らか じめ定 めてお いた色 に塗

り替 え る。

片方 の節点 が ヒッ トした道路の色 をあ らか じめ定めて おいた色 に塗 り

替え る。

詳細 な情報 は、(3.2.2)節 点/選 択 で表示 され る節点 デー タ入 力 ウィ ン ドウの項 目 「フェ

ーズ1人 口」 に書 き込 まれてい る。

フェーズ1人 口:当 該節点 の集客可能人数
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(42)フ ェーズ2候 補店評価

出力 フ ァイル名入力 ウィ ン ドウが表示 され る。

■

一,
心
一ー一5

亡
包
丁
わ
"

入力 チ ェ ック フ ァイ ル名:ノ ー ・チ ェ ッ ク

候補店評価が終了するとmapウ ィンドウが再描画され、集客人数が多い順番 に店舗マ

ークの色が変わって表示される
。また、解析結果 リス トとして一覧表が出力 される。

詳細な情報は、(3.4.

目に書 き込 まれている。

集客人数(人)

専有率

補正後床面積

2)店 舗/選 択で表示 される店舗データ入力 ウィン ドウの項

当該店舗の集客可能人数

:地図上の全人口に占める集客人数の割合

:総床面積に駐車台数、店舗階数その他の魅力要因 ・抵抗要因

を加味 して、床面積に変換 した値

計算の中間結果として保存 されている。

ゆ

フェーズ1の 応答時間は、節点数が622、 道路数698、 店舗数62のN都 市

の場合、解析実行時間 と再描画時間を合わせて、12分10秒 出あ り、 フェーズ2

の応答時間 は、1分35秒 であった。

フェーズ1の 応答時間については少 し長 く感 じるかもしれないが、解析結果が ビ

ジュアルにゾーンの色変換により表現されるので、その有用性は大き く、EWSと

いう限 られた メモ リ対効果か ら考えれば実用に耐えられると思われる。
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3.3デ ー タ出力に関す る評価

解析結果の出力表現は、誰が見ても一 目で分かるようにビジュアルなことに重点を置き、

開発を行った。その結果、フェーズ1の 実行条件(Xkm以 内にn万 人以上の商圏を持つ点)

を満たす道路上 の節点を黄色で、両端の節点が条件を満たす場合は道路を赤色、片側の節点

が条件を満たす場合は道路を橿色に変わるよう、視覚的に表現される。また、各節点の解析

結果の数字を読むこともできる。

フェーズ2に 関 しては、解析結果は各店舗を表すノー ドをマウスでクリックすることによ

り、解析結果を数字で読むことができる。 ●

これらの出力画面は色と数値で端的に表現 されるため、わかりやす く、かつ説得力をもつ

ので、コンピュータに馴染みの薄い小売業者にとっても、魅力的な支援ツールとなる。

3.4デ ータ解析結果に関する評価

解析結果については、係数的な問題を更に解決すべきであるが、基本的には通常経営者が

業界常識と経験によって判断するのと同様な形のパターンになったと思われる。今後の課題

は後述するが、プロ トタイプのレベルとしては、概ね評価できると思われる。
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4.今 後 の 課 題 と 結 論

,

4.1今 後の検討課題

最適立地探索 システムの核部分である、第2段 階、第4段 階について、今回作成 したプロ トタ

イプの 「適地候補 ゾーン」抽出プログラム、並びに 「適地候補地点」の評価プログラムに関 し、

今後更に、次のような課題に取 り組みたい。

① 他の評価基準の採用検討

②メッシュの細分化による近似精度の向上 とその効果の検証

③メッシュ間グラフと道路グラフの結合に関する工夫

④交差点における右折、左折、直進の区別

⑤距離による集積人数の補正

⑤付加情報 レベルの利用

⑦計算時間の短縮

⑧メッシュの付加情報区分の利用

⑨自動車でのアクセスの他、自転車や徒歩でのアクセスの導入

⑩各種換算パ ラメータの妥当性の検証

4.2結 論

本データベースを将来的に活用するユーザー層として、コンピュータにあま り馴染みのない中

小店のオーナー等 も念頭においている為、分か りやす くビジュアルに表現することが外せない要

件である。そこで、文字情報、画像情報等を融合 したマルチメディアを用いて開発する必要があ

り、その結果、地図データという画像情報を取 り扱 うだけでも処理データ量が大きく、EWSレ

ベルが最低必要 にな った。 しか し、最近のダウンサイジングの流れの中でEWSが 普及 してきて

いる為、価格 的に も入手可能な範囲になってきていることは、今後の事業化を目指す際に明るい
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材料である。

本年度は時間的制約上、4.1に 指摘 した ような課題については実現 していないが、次期シス

テムにおいて改善する目途をつけている。

本年度のプロ トタイプを基礎 として、更に地域流通最適化データベースを充実させ、これを活

用することにより、各々の地域流通において、小売店集団が最適立地に商業集積の形成を行うこ

とができれば、小売店主の立地選定に関するメリットがあるだけでな く、地域商業は近代化し、

その結果、地域経済振興に貢献 し、地域消費者への福祉を増進することができる。これは大変意

義の深いものであり、引き続き完成を目指 して研究を進めたいシステムである。

イ
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付録資料

1グ ラ フ

グラフとは、二つの有限集合VとEの 組みで、Eの 各要素がVの 二つの要素の組み となっ

ている ものである。集合Vの 要素 を頂点 と呼 び、Eの 要素 を枝 と呼ぶ。グ ラフを理解するた

めには、図1の よ うな絵 を用 いた表現 を利用すると良いだろう。

、

Figure1:グ ラ フ の例

上 の絵 は 、二 つ の集合V=={1,2,3,4}とE={α,b,c,d},α=(1,2),b=(2,3),c=(1,3),d=

(3,4)の 組 み で定 義 され たグ ラフ を表現 して いる。 このグ ラ フ を用 いれ ば、道 路網 や通信 網 を

表 現 す る こ とが で きる。例 え ば、道路網 を表 現 す る場合 は、交 差 点 や道 路 上 の拠 点(信 号等)

を頂 点 の集 合 と し、道 路 を これ らの点 を結 ぶ枝 の集 ま りとす れ ば よい。枝eが 頂点uとvの 組

み で表 され てい る と き、枝eは 頂点u,vに 接続 してい る といい 、uとvは 隣 接 して い る とい う。

上 の例 で は、枝dは 頂 点4に 接続 し、頂 点1と2は 隣接 して い る。頂 点 の列v1,v2,…,Vmに

対 して隣合 う頂 点 が隣 接 して い る と きこの列 を路 とい う。 上 の例 では 、1,2,3,4は 路 で あ る。

2最 短路問題とその解法

グラフの枝に重み と呼ばれる値 を付加 したものをネットワークと呼ぶ。この重みは、例え

ばグラフが道路網 を表 したものならば頂点間の道路沿い距離などを表 していると思えばよい。

最短路問題はネットワーク上の最適化問題の一つで、固定 された頂点からその他の各頂点へ

の路で長 さが最短のものを求める問題である。ここで、路の長 さはその路が通 る枝 の重 さの

和 として定義する。例において、枝a,b,c,dの 重 さをそれぞれ4,1,2,2と す る と頂点1か

ら他 の頂点への最短路 はそれぞれ1,3,2、1,3、1,3,4と な りその最短距離はそれぞれ3、2、

3と なる。最短路問題 は簡単 に解 くことができ、ここでは代表的なダイクス トラ(Dijkstra)法
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を紹介する。以下で示すものは頂点1か ら他 の頂点へ の最短距離 と一つの最短路を求める。

ダ イ ク ス トラ法

1.g(1)=0,U={1},

h(3)《 ㍗ 点1と頂点3を結ぶ枝の重さW'」)㍊ と3を結ぶ枝が存在

ρ・)一{;親 と元を結ぶ枝端

2.iを 集合Uに 入 らない もの の中 でh(i)が 最小 とな る頂 点 とす る,

σ=σ ∪{1},

も し、σが頂点 集合 γ と等 しくな った ら終了,

3.iと 隣接 しゴ¢ σを満 たす各 頂 点 ゴに対 して、h(」)=min(g(i)+ω`」,h(」))と す る,

P(」)=iも しh(」)=9(i)+ω{」,

ス テ ップ2.に 戻 る。

τ

ここでは、ωi」は頂点iと 頂 点 」を結 ぶ枝 に付 け られた重さを表す。ダイクス トラ法の中のU

は頂点1か らの最短路が求 まった頂点 の集合を表す。ステップ1.で は頂点1だ けがUの 要素

とな り、ステ ップ2.で はUニVと なった とき終了する。g(i)は 頂点1か らの頂点iへ の最短

距離 を表 す。h(力 は頂点1か ら頂点 ゴへの実行途中で見つかっている路の中での最短距離 を表

す。ステップ1.で は、頂点1と 隣接 していない頂点 は1か ら行けないとい う意味 でh(力=。 。

と定 めている。ステ ップ3.のh(の の変更式 は、現在 まで見 つかっている最短路 と頂点i経 由

の路(1か らiま での最短距離は求 まっている)の 長 さの短い方 を採用 していることを意味す

る。また、ρ(」)は最短路 を表現 している。具体的には、1か らゴへの最短路 において ゴの直前

頂点がp(」)で ある。ステ ップ3.で これ を変更 しているのはi経 由の路 の方が以前 に見つかっ

た路 よりも長 くないからである。注意 しておくが、この方法では最短路の一つが求まるだけ

で同 じ長 さを持つ最短路全てを求めるのは、また別の問題である。この方法の正当性の証明

はここでは省 く。

更に詳 しい説明を希望される方には、以下にあげる入門書 を推薦する。
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